
 

女性の活躍に関する情報公表 

 

 

１．女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供 

（１）労働者に占める女性労働者の割合                    （令和７年４月１日現在） 

 正規職員  臨時職員  パート職員  全職区分 

（前年度比） （前年度比） （前年度比） 

全体人数 1３５人 +7 79 人 -13 161 人 -5 375 人 

男性職員 78 人 +7 18 人 -5 39 人 +3 135 人 

女性職員 57 人 ±0 61 人 -8 122 人 -8 240 人 

女性職員

の割合 

42.2％ -2.3％ 77.2％ +2.2％ 75.7％ -2.6％ 64.0％ 

 

（２）係長級にある者に占める女性労働者の割合（令和７年４月１日現在） 

               ４８．０％ （前年度比 +0.2％） 

 

（３）管理職（課長級以上）に占める女性労働者の割合（令和７年４月１日現在） 

                ９．５％ （前年度比 -4.7％） 

 

２．職業生活と家庭生活との両立に資する雇用環境の整備 

（１）男女の平均勤続年数 

 正規職員 臨時職員 パート職員 全職区分 

全体平均勤続年数 13 年 1 ヶ月 10 年 7 ヶ月 7 年 6 ヶ月 10 年 4 ヶ月 

男性職員 15 年 1 ヶ月 11 年 1 ヶ月 5 年 10 ヶ月 10 年 8 ヶ月 

女性職員 11 年 1 ヶ月 10 年 1 ヶ月 9 年 3 ヶ月 10 年 1 ヶ月 

 

（２）労働者の一月当たりの平均残業時間（令和６年度実績） 

          正規職員  ４．４時間／月     臨時職員  ２．５時間／月 

 

（３）有給休暇取得率（令和６年度実績） 

 正規職員 臨時職員 パート職員 全職区分 

有給休暇取得率 42.9％ 48.5％ 56.7％ 49.3％ 

                                             平均取得日数 １４．１日 

 

 



３．男女の賃金の差異 

 男女の賃金の差異 

（男性の賃金に対する女性の賃金の割合） 

正規職員 ８６．６％ 

非正規職員  １００．２％ 

（内） 臨時職員 ９６．６％ 

パート職員 １０３．９％ 

全職員 ９３．４％ 

対象期間  令和６年１月１日～令和６年１２月３１日 

賃   金  源泉徴収簿をもとに算出 

差異についての補足説明 

        ＜正規職員＞ 

男性の管理職に占める割合が多く、平均勤続年数も長いため差異が発生している

と考えられる。 

        ＜臨時職員＞ 

         夜勤業務に就く男性職員の比率が多いため差異が発生したと考えられる。 

        ＜パート職員＞ 

         女性職員は男性職員に比べ、１日の所定労働時間が長い傾向があり、差異が発生

したと考えられる。なお、時給単価に差異は無い。 

 

４．育児休業取得状況（令和６年度実績） 

（１）男性職員     ０％ （０人／１人） 

（２）女性職員   １００％ （２人／２人） 

 

 

 

 


